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心に森を築く一冊の本 

＜一冊の本シリーズ １＞ 

　最近は、読書を楽しむ時間も限られている

だけに、余り悩まずに1冊の本を推薦できる。「日

本汽水紀行―森は海の恋人の世界を尋ねて」（文

藝春秋社，2003）である。第52回日本エッセ

イスト・クラブ賞を受賞した漁師の生命力と

ロマンに満ちた名著である。 

　日本は世界的に希に見る豊かな自然に恵まれ，

地域の自然に融け込んだ多様な文化を発達さ

せてきた。ところが20世紀後半の科学技術の

急速な進展は、ひとり人類のみが自然を支配

できるかのごとく，目の前の生活の利便性と

経済効率を優先させてしまった。結果は、修

復不可能なほどに自然にダメージを与えるこ

ととなった。加えて、地域文化と人々の心に

も深い傷を与え、今日の“病める社会”を生

み出してしまったように思われる。日本の自

然を特徴づける森と海、そしてその連環の再

生や“つながり”の価値観の形成を目指した

新たな統合学問領域「森里海連環学」創生へ

の思いを深めている。 

　この「森里海連環学」の原点のひとつが、

宮城県気仙沼湾で取り組まれている“森は海

の恋人”運動である。それは畠山重篤氏（牡

蠣の森を慕う会代表）ら漁師による植林活動

として、中学校の国語や社会の教科書にも登

場するほど社会的に注目を集め、今では“日

本再生のシナリオ”という世論にまで高まり

つつある。畠山さんは，文筆分野でも非凡な

才能を発揮されているが、本業はまぎれもな

くカキの養殖漁師である。カキは川の恵み（栄

養塩）によって河口域で大量に発生する植物

プランクトンを餌として成長し、その養殖は

肥料や薬を一切使わずに自然のままに大きく

育てるものである。カキの生息場所は“汽水域”

と呼ばれる川と海の境界域である。気仙沼湾に

注ぐ大川源流の室根山に植林を続け、海を見た

ことのない山の子供達の臨海自然教室を通じて、

流域の環境意識を大きく変え、おいしいカキや

ホタテガイの生産を復活させている。この“森

は海の恋人”運動は、人々の“心に森”を築く

教育活動でもある。畠山さんの柔軟な発想の原

点は、汽水という“境界”に暮らしていること

にある。これまでの社会はこの大切な境界を無

視し、それらを分断する方向で経済効率を求め

てきた。この運動は、縦割り社会の仕組みや型

にはまった融通性のない思考を打破する挑戦と

も言える。子供の頃に日々汽水域に遊んだ「原

体験」と、人と自然へのつきない好奇心が自ず

とそのことを可能にしているように見える。 

　本書は、東京湾・四万十川・有明海など全国

津々浦々の汽水域を巡り、地域の気候風土の中

に根付いた“汽水文化”を掘り興した紀行文で

ある。自然の織り成す絶妙の調和も、地域独特

の文化も、“歴史”のたまものであることを、

鋭い自然への観察力と歴史を継承する人々への

共感をもとに語りかけている。人間社会にとっ

てはいわば“免疫力”のような存在である地域

の自然と文化を再生したいとの熱い思いにあふ

れている。これから自らの世界を拓き、様々な

分野で活躍しようとする学生さん達にとっても、

自然と自然や自然と人、そして人と人の多様で

絶妙のつながりの大切さを考える素材になるに

違いない。 

　私が所属するフィールド科学教育研究センタ

ーは、畠山重篤さんを「社会連携教授」（非常

勤）に招へいし、夏休みには気仙沼水山養殖場
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『附属図書館セレクション』 

京都大学の特色ある貴重なコレクションの常設展示 

　附属図書館は、図書館資料（図書）を約87万

冊所蔵しています。二階には、開架図書を約9

万冊配置していますが、全体の10％程度に過ぎ

ません。残りの90％の蔵書は、地下書庫に収蔵

しています。これらのうち一般の書庫内資料

は、ＯＰＡＣなりカード目録で検索して、カウ

ンターに請求し、ご利用いただいておりますが、

貴重資料等は日頃日手に取ってご覧いただくこ

とが難しいものです。 

　この度、これらの書庫内資料から、京都大学

の特色を示す貴重な資料で、学外の展示会等で

よく利用されているものを、『附属図書館セレ

クション』として一定期間常設展示することと

しました。 

　京都大学の誇るコレクションの素晴らしさを

ご鑑賞ください。 

［第１回］幕末京都の尊攘堂セレクション 

　平成1 7年６月～８月 

　第１回目は、明治維新後に子爵品川弥二郎が

全国の勤皇志士に手紙で呼びかけて収集し、四

条高倉通にあった尊攘堂において展示した勤皇

志士たちの墨跡などを中心としたコレクション

「維新特別資料」（尊攘堂資料）から10点を展

示しました。 

 

［第２回］古地図セレクション 

　平成1 7年９月～１１月 

　第２回目は、平成８年度大型コレクションで

購入した「古地図及び地理学文献コレクション

（室賀信夫コレクション）」などから4点を展

示しています。 

において、ポケットセミナー「森は海の恋人の

故郷に学ぶ」を開講する。私も“受講生”の一

人として、この「汽水人」から心に森を築く意

味を改めて学びたいと願っている。 

（たなか　まさる） 

2005年10月 
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